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令和６年度１２月 理事会議事録 

 

 

Ⅰ 概要 

１ 日  時：令和６年１２月１５日（日） １３：００～１５：３０ 

２ 場  所：笠松運動公園アーチェリー場 

３ 出席理事：大塚、大谷、和智脩（補助：蒲沢）、（補助：和智利奈） 

 

Ⅱ 議事要旨 

１ 会員による提案について 

  提案１）月例記録会をやめて「月例会を兼ねた公認記録会」とする 

  ・同月に月例記録会と公認記録会がある場合、同日で行うことを前向きに検討する 

① 月例記録会の名称変更について（毎月開催でなくなるため） 

例）チャレンジ記録会、ステップアップ記録会 

② 月例記録会の有料化について 

現在、公認記録会のオープン参加は有料である 

公認競技である 70ｍ用の的紙は充足しているが、公認競技ではない 50m 以下の

競技で使用する 80cm 的紙が不足している（1 枚 440 円、耐水紙 880 円） 

以上より、参加費を（使用する的紙代として）500 円とすることを検討 

③ 参加者が多くなった場合の対応について 

事前申込制とするなど事前に参加人数を把握し、どのように対応するかを検討 

④ １級審判員の負担が増えることについて 

新規の３級審判員はもちろん、上位級への更新者数を増やすことは課題 

（全ア連登録者であること、該当級の必要経験年数など諸条件があるため） 

 

  提案２）新規入会者は次年度から「原則」全ア連に加入する（※強制ではない） 

① 全ア連加入についての丁寧な説明は必要だが、強制することはできない 

② 全ア連加入についての説明内容については、再度検討する 

 

  提案３）自分の弓具を購入してもらう目安をつくる 

① 入会時に防具購入をお願いするかどうかを検討 

タブ、アームガード、チェストガード 

② 矢およびクイーバー購入をお願いするタイミングについて検討 

③ 入会時に弓具にかかる費用（何をどのタイミングで購入した方がよいかを含む）

の目安、および購入先についての文書化を検討 
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２ 2025 年度の予定（※今後変更の可能性あり） 

  ・総会は、4 月 13 日（日）を予定 

  ・公認記録会は、４、５、６，９，10 月に各１回行う 

・インドア公認記録会は、12 月に２回行う 

・月例記録会は、１ 提案１）を検討後に予定をたてる 

・障害者スポーツ大会は、5 月 10 日（土）※予備日は 5 月 17 日（土） 

・県民総体は、6 月 7 日（土）に行う 

・国スポ茨城県大会（公認）は、6 月 8 日（日）に行う 

・強化合宿は、7 月末を予定 

・笠松スポーツ教室は、今年度同様年２回（１回３日間コース、予備日 2 日）で行う 

＜第１回の１日目＞ 5 月 11 日（日）午後を予定 

＜第２回の１日目＞ 9 月を予定 

 

３ 2025 年度の運営体制 

  ・次回理事会にて事務分掌を含めた運営体制の検討をする 

  ・クラブ新設について 

① 来年度、茨城県アーチェリー協会の中でクラブをどのように位置付けるのか？ 

② 来年度の予算作成にあたり、新設クラブの具体的な活動内容の聞き取り 

③ 来年３月の会員登録更新手続きを開始するとき、現会員に対して新設クラブ会員

と茨城県アーチェリー協会員であることの違いをどう説明するのか？ 

 

４ ６０ｍ公認の扱い 

・2025 年度より公認記録会の種目に RC60m を追加する方向で調整する 

 ただし、的数に制限があるため、全ての公認記録会で RC60m の種目を追加するか、

追加する公認記録会を限定するかについて、再度検討する 

 

５ 倉庫鍵貸し出しルール見直しについて 

  今年度のジュニア・初心者の練習日は、指導者のいる土曜日・日曜日の午前中２時間に

限定していたルールを見直すにあたり、大谷理事作成案をもとに次回引き続き検討 

 

６ 令和９年度関東ブロック大会（茨城県開催）について 

  ・2027 年 8 月 21 日（土）・22 日（日）予定 

  ・笠松運動公園陸上競技場での開催にむけて調整する 

  ・2025 年 2 月、茨城県スポーツ協会へ報告が必要 
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７ その他 

  ・「ブロック別指導者講習会（1/11、12）」参加者への宿泊・交通費支払いについて 

  ・2025 年 2 月 11 日（火）は講師を招き、講習会を実施する予定（9:00-15:00） 

  ・2025 年 2 月末より、会員登録更新手続きの案内を開始する 

 

以上 


